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盤から 20 世紀初頭、ボルツァーノ（Bernhard Bolzano 1781-1848）、フレーゲ（Gottlob 












































































（ここで Pは原子式、Aや Bは任意の式、(_)□は翻訳関数）。 
 
 (1) P□ ＝ P∧□P  (2) ⊥□ ＝ ⊥  (3)（A∧B）□ ＝ A□∧B□  







  Γ⇒Aが直観主義論理において証明可能である  



































































［論じられている主な箇所］ 第 5章、第 6章。 
３－６．命題の「有効性の範囲」と「資源性」 







































［論じられている主な箇所］ 第 6章、結び。 
 
 ５．審査結果 
 公開審査は、2019 年 6 月 28 日 14 時より、南大沢キャンパス 5 号館 143 室で行われた。
審査者の他、関連分野の研究者、院生など多数の参加があり、活発な討議が展開された。ど
の質問に対しても、概して山﨑の返答は的確で要を得たものであり、大半の出席者の意見も、
本論文は、(1)扱っているテーマが哲学的に見て基礎的な重要性を持ち、(2)しかもこのテー
マが、現代論理学の新たな知見を取り込むことで、刷新的に、深く掘り下げて考察されてお
り、(3)その意味で、命題論をはじめ、論理学の哲学全般の今後の展開にとって重要な貢献
を成すものだと評価できる、という趣旨のものであった。 
他方、残された問題として指摘されたのは、(1)多様な論理体系たちが形作るとされる階
層構造が十分精確に明確化されきっていない、(2)様相埋め込みの重要性は理解できるが、
ゲーデル埋め込み、ジラール埋め込み等の相互関係が究明され切っていない上に、他にも、
未だ多様な埋め込みの可能性が残されていることが考慮されていない、(3)とりわけ、命題
について「有効性の範囲」と「リソース性」という 2つの側面を認めるのはよいとしても、
両者の相違が十分明らかとはなっておらず、何より「リソース性」のモデル論的意味論がほ
とんど展開されていない、といった点である。これらについて山﨑は、その場で十分な解決
を与えるには至らなかったが、しかしこれらが今後自らの課題とすべき問題であることは
自覚しており、実際にすでにそのための研究に着手している旨の回答を与えていた。 
 以上を以て、審査員一同、山﨑紗紀子に博士号（課程博士）を授与することは極めて適切
であるという結論に達した。 
 
 
